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平成 20 年 11 月 5 日 

 
各   位 
 

上場会社名 株 式 会 社 ア  マ  ダ 
代 表 者 代表取締役社長 岡 本 満 夫 
（コード番号 6113 東証・大証各第一部） 

問 合 せ 先 取締役財務部門担当 山 下 賀 弘 
電 話 番 号 0463－96－1111（代表） 

 
 

通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

本日発表の中間決算の実績及び今後の業績動向等を踏まえ、平成 20 年 5 月 14 日に公表し

た平成 21 年 3 月期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）の通期業績予想並びに期末

配当予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせします。 

記 

１．平成 21 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（１）連 結 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
(平成 20 年 5月 14 日発表) 

百万円 
２９０,０００ 

百万円 
４５,０００ 

百万円 
４９,０００ 

百万円 
２９,０００ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ２５５,０００ ２８,５００ ３０,５００ １８,０００ 

増    減    額 (Ｂ－Ａ) △３５,０００ △１６,５００ △１８,５００ △１１,０００ 

増     減     率 △１２.１％  △３６.７％ △３７.８％ △３７.９％ 
（御参考） 

前期(平成 20 年 3 月期)実績 
百万円 

２８４,２１８ 
百万円 

４４,９３９ 
百万円 

４７,７０５ 
百万円 

２８,３３７ 
 
（２）個 別 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
(平成 20 年 5月 14 日発表) 

百万円 
１７１,０００ 

百万円 
１８,７００ 

百万円 
２７,３００ 

百万円 
１９,２００ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） １４７,０００ ９,０００ １６,０００ １２,５００ 

増    減    額 (Ｂ－Ａ) △２４,０００ △９,７００ △１１,３００ △６,７００ 

増     減     率 △１４.０％ △５１.９％ △４１.４％ △３４.９％ 
（御参考） 

前期(平成 20 年 3 月期)実績 
百万円 

１５１,８１４ 
百万円 

１７,９４０ 
百万円 

２５,０３１ 
百万円 

１５,８１７ 

11 月 1 日現在ドラフト 
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２．平成 21 年 3 月期配当予想の修正 

1 株当たり配当金 
 

第2四半期末（中間） 期 末 年 間 
前 回 発 表 予 想 

(平成20年5月14日発表) 
１１円 １１円 ２２円

今   回   決   定 １１円 ― ― 

今 回 修 正 予 想  ― ９円 ２０円

（御参考） 
前期(平成20年3月期)実績 １１円 １１円 ２２円

 
 
３．修正の理由 

（１）通期業績について 

世界経済が減速し、設備投資マインドが冷え込んできたことを受け、機械需要は内外

とも当面低調に推移することが見込まれます。かかる状況の下、通期の売上については、

当初予想値を下回ることが確実となりました。 

部門別売上では、切削を除き、板金・プレス・工作機械とも大きく計画を下回る見込

みです。地域別では、北米の落ち込みは比較的少額と予想していますが、日欧が想定以

上に振るわず、特に日本の下振れが大きくなる見通しです。さらに中国でも設備投資の

好調に陰りが見え始め、当初計画の達成は困難となりました。 

また、損益面につきましても、売上見込額の縮小に加え、円高の進行が懸念されるた

め、予想値を下方修正します。 
 
（２）期末配当について 

当社の配当政策は、安定性、継続性に加え、業績との連動性を高めた成果の配分を行

うことを基本方針としています。この基本方針の下、配当性向に関しては、連結純利益

の 30％程度を目処としていますが、中間配当につきましては、本日別途発表の「中間配

当金支払いに関するお知らせ」のとおり、当初予定のまま 1株当たり 11 円と決定しまし

た。 
しかしながら、今後の見通しにつきましては、国際経済情勢はさらに悪化する懸念も

あり、早期に景気が回復し受注が持ち直す状況でないと判断しています。従って期末配

当予想につきましては、上記の業績動向等も加味した上、総合的な見直しを行い、当初

予想より 2円減額の 1株当たり 9円に修正します。 
この結果、年間では 20 円の予想となり、前期に比較し 2円の減配となる予定です。 

 

(注) 上記に記載した業績及び配当予想は、現時点において得られた情報に基づき算出したもの

であり、今後の様々な要因によって変動する可能性があります。 

以 上 


